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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

45.0

2,030

1年以内の
達成見込み

○

222

見込み・確定
の別

220 ○（回/年） 149

1年以内の
達成見込み

計測時期

H29年12月

H29年12月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
まちづくり・コミュニ
ティ活動開催数

○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

235

総合所見

新たな地域のコミュニティ活動の場
として利用されており、地域活動の
活性化に繋がっている。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２ 住民満足度 ％ 40.1 45.2
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域の課題に対応した事業を実施
したことが住民の満足度に繋がって
いる。

2,252 2,131 H29年12月

49.6
上位2項目ともに満
足度が下がった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

イベント開催や地域づくりの活動機
会が増え参加者の増加に繋がっ
た。

地域活動の参加経験
率

％ 77.6

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

83.1
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H29年12月

当事業が後押しとなり、住民の地域
活動に対する意識が高まり、これま
で参加したことがない人達の活動
参加に繋がった。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
イベント・地域づくり活
動参加者数

（人/年） 1,200

その他の
数値指標１

総合所見

上位1項目では満足度は上がって
おり、継続したまちづくり活動に関し
て一定の効果があったと評価でき
る。

82.8

その他の
数値指標２

継続したまちづくり活
動の満足度

％ 13.8

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

上位2項目目『どち
らかといえば満足』
の満足度が下がっ
た。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

14.9 11.7 H29年12月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域交流の維持・活性化

地域防災機能の強化

地域資源の積極的な活用

住民のまちづくりに対する意識の維持・向上

安全・安心な生活環境の拡大

地域資源のPR強化、新しい地域資源の利活用

・防災マップの作成　　・備蓄（非常食、水、毛布）の支給
・消防団への活動資金の援助、ポンプ車等の機関研修の開催
・雪対策事業による民家や集落道の除雪、雪下ろし

・観光案内所による広場のPR

・住民の地域防災に対する意識の向上
・備蓄支給や研修を通じた防災機能の強化
・家屋倒壊の予防、冬期間の歩行者空間の確保

・広場利用者の増加

・住民のまちづくりに対する関心、意識の向上

・安全、安心に通行できる道路の確保
・冬期間の雪捨場不足の解消、歩行者空間の確保

・地域提案型交付金事業による住民向けの収穫感謝祭の開催

・地域提案型交付金事業による集落道の舗装
・消流雪溝の整備

・地域連携活動事業による歴史資源調査、先進団体への視察

実施した結果

・地域の清掃事業に約200人が参加
・住宅リフォームや新築の補助により、定住者の増加
・りんご交流祭等のイベントを通した地域交流の拡大

・地域資源の利活用方法の発見、他団体との交流拡
大

・マイロードサポート事業による地区の清掃
・住宅リフォーム等補助事業による定住支援
・地域連携活動事業によるリンゴ交流祭等の開催

実施した具体的な内容

・道の駅「りんごの森」と連携したイベントの開催
・広場のPR強化

・まちづくり勉強会やワークショップの開催
・リーダー育成のためのプロジェクトの開催

・消流雪溝の整備

・観光分野と連携した地域のPR活動
・地域資源活用のための検討会の開催及び構想案の作成

今後の課題　その他特記事項

・空き家の利活用による定住促進
・地域活動に対する補助の継続、見直し

・住民への地域防災に対する意識の更なる向上
・消防団員の勧誘、防災施設（消火栓等）の整備
・

具体的内容 実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項


